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入札説明書  
総合評価方式（特別簡易型）  

  

本説明書は令和８年７月１３日入札公告を行った下記２の工事の総合評価方式に関

する補足的事項を記載したものである。  

 

  令和８年７月１３日  

 

                  島根県松江県土整備事務所長  中村  壽浩   

 

記  

 

１  担当部局  島根県松江県土整備事務所  広瀬土木事業所  工務課   

             〒 692-0401 島根県安来市広瀬町石原 357-1 ℡ 0854-32-4137 

 

２  入札に付する工事   

工事名 （都）飯島線 防災安全交付金（街路）工事 第３期 

 

３  総合評価方式の評価方法及びイメージ図（一般的事項）  

（１）総合評価方式による入札参加者の順位付け  

入札参加者それぞれに標準点（１００点）を与え、それに評価項目ごとの加算点を

加え、合計を「技術評価点」とする。  

総合評価方式の評価は「技術評価点」を当該入札参加者の入札価格で除した（評価

値）の大小をもって行う。  

 

技術評価点＝標準点（１００点）＋評価項目毎の加算点 

評価値   ＝技術評価点÷入札価格 

 

（２）総合評価方式のイメージ  

  

加
算
点 

Ａ 

Ｂ 
Ｃ 

Ｄ 

入札価格 
予定価格 低入札調査基準価格 

基準評価値 

技術評価点 

標準点 
（１００点） 

技術評価点の最高限度 

各社の評価値＝技術評価点／入札価格 

評価値の大小（すなわち直線の傾き）で順位

をつける。 

Ａ社はＢ社より入札価格は高いが技術評価

点が高いことにより、価格のハンディを技術

力で逆転する。 

→ Ａ社が落札者となる。 

ただし、Ｄ社が低入札価格調査において適

切とされた場合はＤ社が落札者となる。 

Ｃ社は予定価格超過のため落札者としな

い。 
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４  評価項目及び評価基準  

（１）企業の評価  

①企業の工事成績評定点 

企業の工事成績評定点の平均点を評価する。  

 

対象となる工事成績  

完成年度  令和４年度から令和６年度（完成及び引き渡しが完了）  

発注機関  島根県（総務部、農林水産部、土木部）  

工事種別  
アスファルト舗装工事・特殊舗装工事（旧舗装工事）、  

維持修繕工事  

建 設 工 事 の

種類  
舗装工事  

       

■評価基準  

◆対象となる工事成績が２件以上の場合、表１により加算点を算定する。 

◆対象となる工事成績が１件または無い場合、表２により加算点を算定する。 

     

   （表１） 

評定点の  
平均点  

80 点  
以上  

80 点未満 73 点以上  
73 点未満  
70 点以上  

70 点  
未満  

加算点  5.0 点  
加算点＝ 1.5 点  

＋｛ 3.5×（評定点の平均点－ 73.0）  
／ 7｝  

1.0 点  0 点  

※評定点の平均点は小数第２位を四捨五入、加算点は小数第２位を切り捨て 

 

（表２） 

評定点  
80 点  
以上  

80 点未満 73 点以上  
73 点未満
70 点以上  

70 点未満  
又は実績無し  

加算点  4.5 点  
加算点＝（表１で計算した加算点）

×0.9 
0.9 点  0 点  

※加算点は小数第２位を切り捨て 
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②企業の同種工事の施工実績                                                  

企業の同種工事の施工実績を評価する。  

 

対象となる施工実績  

対象期間  平成２７年度から入札公告日前日まで  

発注機関  島根県（総務部、農林水産部、土木部）  

工事種別  アスファルト舗装工事・特殊舗装工事（旧舗装工事）、  

維持修繕工事  

建 設 工 事

の種類  
舗装工事  

工事内容  

の条件等  

同 種 工 事 と は 、 元 請 ま た は 共 同 企 業 体 （ 経 常 Ｊ Ｖ を 除

く）の構成員（ただし出資比率 20％以上）として施工し

た、以下の工種を含む完成及び引き渡しが完了した工事を

いう。  

ただし、工事成績評定点が７０点未満のものは実績とし

て認めない。  

工種：  

１契約で最終数量８ ,４００ｍ 2 以上の新設アスファルト

舗装工  

（新設アスファルト舗装とは、車道又は路肩に新たに施工

した表層工をいう。なお、歩道舗装、付帯舗装、オーバー

レイ等を除く。）  

 

■評価基準  

◆対象となる施工実績が２回以上ある者は２点  

◆対象となる施工実績が１回ある者は１点  

◆対象となる施工実績がない者は０点  
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③企業の優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）  

島根県内の公共事業において、企業として受けた優良工事表彰（優良工事施工

団体表彰）を評価する。  

 

対象となる表彰  

表彰年度  令和３年度から令和７年度（過去５年間）  

表彰機関  島根県及び中国地方整備局  

工事種別  アスファルト舗装工事・特殊舗装工事（旧舗装工事）、  

維持修繕工事  

建設工事の

種類  
舗装工事  

表彰の種類  優良工事表彰（優良工事施工団体表彰）  

 

■評価基準  

◆知事による優良工事表彰、整備局長による優良工事施工団体表彰、または整備局部長・

整備局事務所長による優良工事施工団体表彰がある者は２点 

◆県課長による優良工事表彰、または県事務所長による優良工事表彰がある者は１点 

◆表彰がない者は０点 

 

（２）配置予定技術者の評価  

（注１）複数の配置予定技術者を候補者とした場合は、候補者のうち評価点合計の

最も低い者で評価する。  

（注２）配置予定技術者は、「主任技術者」  又は  「監理技術者」とする。  

 

①  配置予定技術者の資格  

入札公告日前日時点で保有する以下の資格を評価する。  

資格：１級舗装施工管理技術者  又は  ２級舗装施工管理技術者  

 

■評価基準  

◆１級舗装施工管理技術者の資格がある者は１点  

◆２級舗装施工管理技術者の資格がある者は０．５点  

◆どちらの資格もない者は０点  
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②配置予定技術者の同種工事の施工経験  

配置予定技術者の同種工事の施工経験を評価する。  

 

対象となる施工経験  

対象期間  平成２７年度から入札公告日前日まで  

発注機関  島根県（総務部、農林水産部、土木部）  

工事種別  アスファルト舗装工事・特殊舗装工事（旧舗装工事）、  

維持修繕工事  

建 設 工 事

の種類  
舗装工事  

工事内容  

の条件等  

同種工事とは、監理技術者（監理技術者補佐を含む）、主

任技術者または現場代理人として担当した、以下の工種を

含む完成及び引き渡しが完了した工事をいう。  

ただし、以下の工種の着手から完了まで従事していなけ

れば加点の対象として認めない。  

また、工事成績評定点が７０点未満の場合のものは施工

経験として認めない。  

工種：  

１契約で最終数量４ ,２００ｍ 2 以上の新設アスファルト

舗装工  

（新設アスファルト舗装とは、車道又は路肩に新たに施工

した表層工をいう。なお、歩道舗装、付帯舗装、オーバー

レイ等を除く。）  

 

■評価基準  

◆対象となる施工経験が２回以上ある者は２点  

◆対象となる施工経験が１回ある者は１点  

◆対象となる施工経験がない者は０点  
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③配置予定技術者の優秀建設技術者表彰  

島根県内の公共事業において、配置予定技術者が受けた優秀建設技術者表彰を

評価する。  

 

対象となる表彰  

表彰年度  令和３年度から令和７年度（過去５年間）  

表彰機関  島根県及び中国地方整備局  

工事種別  アスファルト舗装工事・特殊舗装工事（旧舗装工事）、  

維持修繕工事  

建設工事の

種類  
舗装工事  

表彰の種類  
主任（監理）技術者または現場代理人として受けた、  

優秀建設技術者表彰  

 

■評価基準  

◆優良工事知事表彰該当工事の優秀建設技術者表彰（建設工事部門）、  

整備局長による優秀建設技術者表彰（工事）、  

または整備局部長・整備局事務所長による優秀建設技術者表彰（工事）が

ある者は２点  

◆優良工事県課長表彰該当工事の優秀建設技術者表彰（建設工事部門）、  

または優良工事県事務所長表彰該当工事の優秀建設技術者表彰（建設工事

部門）がある者は１点  

◆表彰がない者は０点  
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（３）地域貢献・その他  

①防災協定の締結実績  

令和５年度及び令和６年度の２年間において、島根県との「防災協定※」を

連続で締結した実績を評価する。（協定を締結した団体の構成員はもとより、

協定に参加している協力企業等も対象とする。ただし、評価の対象者は、団体

が所管する地域内に建設業法に規定する営業所を有する者に限る。）  

※「風水害・（雪害・）地震災害・その他の災害応急対策業務に関する協定」  

 

■評価基準  

◆締結実績がある者は０．５点  

◆締結実績がない者は０点  

 

②ボランティア活動等への参加実績  

令和５年度及び令和６年度の２年間において、島根県内でのボランティア活動

への参加実績またはハートフルしまねの参加実績を評価する。  

 

■評価基準  

◆両年度とも参加実績がある者は０．５点  

◆どちらかの年度に参加実績がある者は０．２点  

◆上記でない者は０点  

 

➢  ボランティア活動は客観的に認められるもの（例えば不特定多数の者が利用す

る公共・公益施設等における活動や県民・地域住民に対して行う活動、あるい

は社会福祉施設等への活動）で、市町村の証明、新聞記事、社内報掲載記事

（社外に公表しているもの）、自治会長等の証明など実績を証明できるものを

添付すること。  

➢  会社としてのボランティア活動への参加実績は、 10 名以上または従業員の半数

（最低 3 名）以上が参加していること。なお、ボランティア活動を複数日で行

った場合、参加実績は重複者を除いた合計人数とする（延べ人数ではない）。

従業員数は当該活動時点のものとする。  

➢  ハートフルしまね活動の参加実績は、会社として年度間のべ人数が 10 名以上ま

たは従業員の半数（最低 3 名）以上が参加していること。従業員数は当該活動

時点のものとする。  

  



－ 入札説明書 8 － 
 

③県管理公共土木施設に関する維持管理業務または海岸漂着物の回収業務の

契約実績  

令和５年度及び令和６年度の２年間における、県管理公共土木施設に関する

維持管理業務（発注機関は問わない。島根県発注業務においては県が認めた下

請け業務も含む。）または島根県発注の海岸漂着物の回収業務の契約実績（県

が認めた下請け業務も含む。）とし、それぞれの年度で１回の契約期間が５ヶ

月以上のものに限り評価する。  

また、１回の契約期間が両年度にわたる場合は、契約期間の長い方の年度を

評価する。ただし、１回の契約期間が１年５ヶ月以上の場合、両年度とも契約

実績があるとして評価する。  

なお、指定管理者制度によるものは評価の対象外とする。  

 

■評価基準  

◆両年度とも契約実績がある者は２点  

◆どちらかの年度に契約実績がある者は１点  

◆契約実績がない者は０点  

 

 

④県管理道路・空港を含む除雪業務の契約実績  

令和５年度及び令和６年度の２年間において、県管理道路・空港を含む除雪業

務（凍結防止剤散布業務を含む）の契約実績を評価する。ただし、島根県発注業

務においては県が認めた下請け業務も含む。  

 

■評価基準  

◆両年度とも契約実績がある者は２点  

◆どちらかの年度に契約実績がある者は１点  

◆契約実績がない者は０点  
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⑤ＩＣＴ活用工事の施工実績  

令和５年度から入札公告前日までに完成した島根県が発注した ICT活用工事の施工実績を評価

する。 

ただし、工事成績評定点が７０点未満のものは実績として認めない。 

ICT活用工事の内容は、以下のとおり。 

①３次元起工測量  ②３次元設計データ作成  ③ＩＣＴ建機による施工 

④３次元出来形管理等の施工管理        ⑤３次元データの納品 

 

評価対象 ICT活用工事：「舗装工」又は「舗装工（修繕工）」 

 

●令和６年３月末日までに協議済のもの  

「舗装工」の場合      上記②③④  のいずれかを行った工事  

「舗装工（修繕）」の場合  上記①②③④のいずれかを行った工事  

 

●令和６年４月１日以降に協議したもの  

工種を問わず上記①②③④のいずれかを行った工事  

ただし①のみを実施する場合は生産性向上に資することを条件とする  

 

●発注工事の ICT 工種と実績の対象とする ICT 工種は以下のとおり。  

 

■評価基準  

◆施工実績がある者は１点  

◆施工実績がない者は０点  
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（４）減点  

 

①  低入札工事の工事成績が良好でない場合の減点  

前年度から入札公告日前日までに完成した島根県発注の工事又は令和６年度に

完成した国土交通省中国地方整備局発注の工事で、低入札価格調査対象工事があ

る場合、当該工事の工事成績評定点が７５点未満であれば、減点を行う。（工事

成績評定点が７０点未満の場合、入札に参加することができない。）  

 

■減点基準  

◆７０点の者は－５点  

◆７５点の者は０点  

◆中間の者は按分で点数を算出  

【減点  ＝  ５点  ×（７５－低入札工事の点数）÷（７５－７０）  】  

なお、対象工事が複数ある場合は、工事成績評定点が一番低い工事を減点対象工事とする。 

 

『減点の計算事例』  

Ａ社の県発注工事（令和７年度から公告日前日）の低入札工事の工事評定点が

７２点と７４点であれば、７２点を採用して、  

Ａ社の減点  ＝  ５点  ×（ 75点－ 72点）÷（ 75点－ 70点）＝  ３ .０点  

（小数第２位四捨五入）  

②  県内下請及び県内産資材の使用義務付け違反による減点  

島根県発注の令和６年度に完成した公共工事において、県内下請及び県内産資

材の使用義務付け違反による工事成績評定点の減点を受けたことがあれば、減点

を行う。  

 

■減点基準  

◆県内下請の使用義務付け違反の場合は－１点  

◆県内産資材の使用義務付け違反の場合は－１点     

 

５  技術資料の審査の統一事項  

 

技術資料の審査が公平かつ迅速に行えるよう「総合評価方式（建設工事）技術資

料の審査の統一事項」及び「同統一事項（具体事例）」を定め、下記に掲載してい

るので参考にすること。  

島根県ホームページ  

トップ  > 環境・県土づくり  > 技術管理  > 技術管理情報  > 総合評価方式  

>建設工事総合評価方式、業務委託総合評価・プロポーザル方式  

【総合評価方式（建設工事）技術資料の審査の統一事項】  

  https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/  

 

 

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kouji/kouji_info/sougouhyouka/

